
�
令和５年度園・⾃⼰（保護者）評価結果�

�
４：あてはまる� ３：おおむねあてはまる� ２：あまりあてはまらない� １：あてはまらない� ０：よくわからない�
�
１． 園⽣活を通して基本的⽣活習慣が⾝に付いていると感じている�

�
４：59.3%� � �３：36.4％� � �２：1.7％� � �１：0％� � �０：2.6％�
�

２． 園⽣活を通して⼼の成⻑を感じている�
�

４：66.1%� � �３：28.8％� � �２：1.7％� � � １：0％� � �０：3.4％�
�
３． 英語や、体操、積み⽊を通して成⻑を感じている�

�
４：76.3%� � �３：20.4％� � �２：0％� � � � �１：0.8％� �０：2.5％�
�

４． 先⽣達のいい所がありましたらご記⼊ください�
�
４：55.9%� � � �３：15.3％� � �２：0％� � � � �１：0％� � � �０：0.8％� � �空欄：28%�
�

５． ご家庭でも園の１０のお約束を継続している�
�
４：33.9%� � �３：44.9％� � �２：13.6％� � �１：1.7％� �０：5.9％�

�
６． 体操やGrapeSEEDの REP等、園の教育をご家庭でも継続している�

�
４：41.5%� � �３：39.8％� � �２：13.6％� � �１：3.4％� � �０：1.7％�

�
７． ⼦育てで悩んでいることがある�

�
４：9.3%� � � �３：13.6％� � �２：22.9％� � � �１：36.4％� ０：3.4％� � �空欄 14.4%�

 
�
�



令和５年度園・⾃⼰（保護者）評価結果の質問・悩み解答�
�
Q.�家で体操の補助の仕⽅がわからないので教えていただけると助かります。�
A.�JUO�SYSTEMから担任とアポイントを取り園にお越しください。�
体操担当の⽥村または副園⻑が詳しくお伝えさせていただきます。�

�
Q.�⾬の⽇や荷物が多い⽇に３号児を連れて１・２号の園舎に姉を送っていくのが少し⼤変なので改善策はない�
でしょうか？�

A. コロナウィルス等の感染症対策でお願いしていたのですが、５類になったことに伴い、送迎の順番は⾃由に
変更いたします。�

�
Q.�⼩学校での学級閉鎖に伴った園児の弟妹の休みについて変更はないでしょうか？�
� �兄姉の学校が学級閉鎖になった場合、兄姉と弟妹共に体調が良好であれば登園可に変更いたします。�
�
Q.�職場で感染症が流⾏している場合、⼦供の登園はどうすればいいでしょうか？�
A.�保護者と園児共に体調が良好であれば登園可です。�
�
Q.�発熱をした際等、病院に⾏くと園で何か感染症は流⾏していますか？と聞かれるので、流⾏している場合は�
インフルエンザとコロナウィルス以外も知らせていただけると助かります。�

A. 流⾏した場合はお知らせいたします。�
�
Q.�兄姉のカラー帽⼦を弟妹が使⽤するのは可能でしょうか？�
A.�以前はOKにしていたのですが、低学年ですとゴムを舐めることがあったり、ゴムが伸びたまま使⽤してい�
たり、汗のシミがついているものを使⽤していたりしたので、着⽤頻度が⾼いことから衛⽣⾯を考慮して新�
しく購⼊していただいています。しかしSDGs の観点から、ゴムを取り替えることを決まりとして令和７年�
度検から使⽤可に変更いたします。�

�
Q.�年少になると午睡がなくなるので少し⼼配です。�
A.�昨年度から年少児も午睡を取り⼊れています。時間や時期についてはお知らせいたします。�
�
Q.�親⼦遠⾜の場所が近いと凄く助かります。�
A.�レクレーションができる広いペース、遊べる空間が海浜公園以外にある場合はご提案いただけると幸いです。�
� �園でも検討いたします。�
�
Q.�発表会のゲネプロの映像も特典で付けていただけたら嬉しいです。�
A.�イナダスタヂオさんにお伝えさせていただきますが確約はできません。�
�
Q.�家だと⽢えが出てしまい⾝⽀度等を⾃分でやろうとしないので悩みます。�
A.�これまで何かと親がやってあげてしまっていた可能性が⾼いかもしれません。�
⾝⽀度に限らず、⾃分で歩く、⾃分のものは⾃分で持つ、使ったものは⾃分で⽚付ける等、時間はかかると思�
いますが凄く重要なことですので、⾃分のことは⾃分でする意識が習慣づくように、⽢やかさずに促してあ�
げてください。�



�
Q.�まだ２歳なので仕⽅ないかもしれませんが⾔うことを聞いてくれないので悩んでいます。�
� � �２歳児でも⾃分でできることが沢⼭あります。�
� �まずは抱っこの習慣をやめることからスタートして、⾃分で歩けたら褒めてあげてください。�
� �親の褒めは⼦供にとって最⾼のご褒美ですので、うまく褒めを使って、⾔うことが聞きたくなるように促し�
てあげてください。�
�

Q.�パパの⾔うことしか聞いてくれないので困っています。�
A.�安⼼してください。“⾔うことを聞ける”お⼦様です。�
� � �⽗の⾔うことが聞けるということは必ず⺟の⾔うことも聞けます。�
�
Q.�かんしゃくを起こしたり、すぐ泣いてしまったりする場合、どうすればいいのか悩んでいます�
A.�詳しい状況が分からないと解答が難しいので、ご相談ください。�
�
Q.�叱り⽅が悩みです。�
A. 幼児期は善悪の区別をつける等、⼈間形成で⼀番重要な時期です。�
やってはいけないことをしたとき等は、ならぬものはならぬとしっかりと伝えてください。�
その際、⼦供が真剣に親の話を聞いているか？それともそうでないかで違いがあります。� �
後者の場合は親の話を真剣に聞けるように促す必要があります。�

�
Q.�親の⾃分⾃⾝が過保護ではないかと悩んでいます。�
⼦供が⾃分でできることを、親がなんでもやってあげてしまうことは過保護です。�
⼦供の⾔うことを全て受け⼊れてしまうのも過保護です。�
園で掲げている１０のお約束が習慣づくように促してあげてください。�
�

Q.�⾷事が思うように進まないことが悩みです。�
⾷が細い場合、お菓⼦は控えてください。�
最初は少ない量でもいいので、“出されたものを残さず⾷べられるように”促してあげてください。�
全部⾷べられた時には、当たり前ではなく褒めてあげてください。�

�
Q.�ゲームとYOU�TUBEへの執着が凄くて悩んでいます。�
A.�⼤前提としてゲームは eスポーツ、YouTube は YouTuber として⽴派な職業です。�
� �しかし幼児期となると話は変わり、園としては推奨しません。�
・⻑時間同じ画⾯を⾒続けことは視⼒低下に繋がると⾔われています。�
・YouTube の影響で、使い⽅を誤ると⾔葉使いが悪くなります。�
�
切り替えができるか？が重要です。�
「切り替え」は、本園の保育で重要視していることの⼀つでもあります。�
途中でやりたくても、先⽣が「やめ」と⾔ったらやめられる（切り替えができる）ように促しています。�
ゲームやYouTube だけでなく、他のことも切り替えができるよう促してみてください。�


